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視覚的イメージは何の役に立つのか？
―aphantasiaを通して乳幼児のイメージ世界を

空想（fantasy）する―

名城大学 ⽊村美奈⼦
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Aphantasiaという現象を前にして、
何から考えればよいのだろう？？？
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Step 1: Aphantasiaって何？

イメージがなかったら、どう
やって記憶したり、再任した
りできるのか︖

Step 2: 自分の特性

今まで⾃分がスタンダード
だと思っていたことがそう
ではないことに気づく

Step 3: 多様な認知様式

思考の様式のバリエーショ
ンはかなり広い

Step 4. 新たな認知革命

⽣成AIの登場によって、必
要な能⼒は激変するだろう

心的イメージの
欠損？障害？

自分はどうなの
か？？？

ニューロダイバ
ーシティ

人類の進化系？

杉村先生にお話を聞いてからの私の思考プロセス
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Aphantasiaって何︖
そういう障害︖⽋損︖

C h a r l i e  - A  P r e s e n t a 6 o n  Te m p l a t e
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1. イメージがなかったら、どうやって記憶したり再

認したりできるのだろう？
l そこにいない⼈の顔は思い出せないが、会えばその⼈とわかる
・事物は⾔語化して覚えられるが、⼈の顔は⾔語化できない
➡どうやって再認しているのか︖

Ø 次のスライドの「知覚のトップダウン処理を体験しよう」
l 視覚的イメージを呼び起こさなくても、「 」
が⾒える
・イメージが蓄えられていることは間違いない
（Aphantasiaの⼈も夢を⾒る）
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«現実の刺激によっ
て⼼的に構成され
たもの

«クオリアの形成
«認識するための分

析的な処理過程を
含む（whatの経路
とwhereの経路）

いわゆる表象

«⽬の前にないもの
を⼼的に再現した
もの

«⼀次表象の記憶を
再⽣

«命題的な表象と現
象的な表象（クオ
リアの再⽣; ex. 
視覚イメージ）

表象の表象

«表象的な関係の表
象を含む

«ある表象が現実を
どのように表して
いるのかを表象す
ることができる

一次表象 二次表象 メタ表象

知覚表象

2. 「表象」はあるとしたら、そもそも「表象」って何？

Perner, 1991を参考に作成
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2. 「表象」はあるとしたら、そもそも「表象」って何？

l Aphantasiaの表象の特徴は、命題的な表象が
主であり、現象的な表象、つまりクオリアの
表象に乏しい

l 『アファンタジアーイメージのない世界で⽣
きる』によると

・⾵景を⾔葉による描写によって覚える

・視覚的イメージがなくても、読書好きな⼈が
多い

« ⾔語による思考が優位
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l齋藤 (2014)によるとヒトは
«チンパンジーと⽐較して、ヒ
トは⾔語をもったことによっ
て、⽬に⼊るものを常にカテゴ
リー化し「何か」として⾒よう
とする記号的な⾒⽅をしている

«記号的⾒⽅＝概念のフィル
ターを通して世界を⾒る

言語の発達を考えると
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概念フィルターの形成

2 3  S e p t e m b e r  2 0 2 3 C h a r l i e  - A  P r e s e n t a 6 o n  Te m p l a t e 9

«乳児期から幼児期の間は、視覚情報ばかりでなく、触覚、聴
覚、嗅覚、味覚などの感覚器官に押し寄せる情報＋情動の波を
⼤量に受けとめ、⾃らの内⾯に貯める

«やがて事物と事物の共通点を抽出し、差異を検出しながら、⾔
語の助けを借りて概念フィルターを発達させていく

«概念フィルターが完全に出来上がれば、対象についての多くの
情報がフィルターを通過することなく捨て去られ、事物につい
ての標準的表象が形成されていくと考えられる
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• その概念を最もよく表している記憶
• プロトタイプモデル (Solso, 1994)

標準的表象

• Aphantasiaの⼈もそうでない⼈も標準的表象を持っているが、⾔
語を使うときには視覚的イメージは必ずしも必要ではない
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概念化される前の世界はどのような世界だろう？
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l 敏感な感覚を通して⾒た⽣々しい世界
« ヒトが⾔語を獲得したことで失ったのは、事物を直観像的に記憶
する能⼒ （Humphrey, 2002）

« ⾃閉症児ナディアの例︓私たちが⾺を⾒るとき、それを「⾺」と
いうカテゴリーの表徴（トークン）と⾒るので、詳細を記憶する
ことを断念するが、ナディアは、それが作り出す最初の視覚的印
象を単純に受け⽌め、それをありありと思い出すことができたの
であろう

« Aphantasiaの⼈は、プロトタイプ的な⾺の視覚イメージ（標準的表
象）の想起を通り越して、⾔語のみを想起するのだろうか

11

言語能力の改善と共に…
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9歳 20代前半6歳5歳半
（Selfe, 1977）
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⾃分はどうなのか︖
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心理学を学んで自分の特性に気づく

今まで⾃分がスタンダードだと思っていたこ
とがそうじゃないことに気づく（みんなはそ
うじゃなかったの︖）
«私は3⽇くらいまで先の予定しかイメージ

できない
«⽅向⾳痴（トールマンのネズミは賢い︕）

«⼈の顔と名前を覚えられない

«たいていのことは絵的なイメージで考える
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ニューロダイバーシティ
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ニューロダイバーシティ
（神経多様性）
l Neuro（脳・神経）とDiversity（多様性）と

いう2つの⾔葉が組み合わされて⽣まれ
た、「脳や神経、それに由来する個⼈レベ
ルでの様々な特性の違いを多様性と捉えて
相互に尊重し、それらの違いを社会の中で
活かしていこう」という考え⽅であり、特
に、⾃閉スペクトラム症、注意⽋如・多動
症、学習障害といった発達障害において⽣
じる現象を、能⼒の⽋如や優劣ではなく、
『⼈間のゲノムの⾃然で正常な変異』とし
て捉える概念

l 発達障害のある⼈が持つ特性（発達特性）
を活かし活躍できる社会を⽬指す

経済産業省のHPより抜粋
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テンプル・グランディン

『ビジュアル・シンカー
の脳ー「絵」で考える
⼈々の世界』（2023）

たとえばGrandin（2023）によると、

l 視覚思考タイプと⾔語思考タイプ
・両者は連続的で誰でもこのスペクトラ
ムのどこかに位置づく
・視覚思考タイプも物体視覚思考と空間
視覚思考の⼆つのタイプに分かれる
・⾃閉症者には視覚思考タイプが多い

l AphantasiaとHyperphantasia
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Aphantasiaの強み
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l クオリアやそれに伴う感情が想起されない分、
・冷静に考えられる
・トラウマ的な記憶に悩まされにくい

・Wicken, Keogh, & Joel Pearson, 2021の実験
・⼈⽣に対して前向きな⼈が多い（by Pearson）

l ⾔語能⼒、抽象的な能⼒に⻑けている
・⾼速で⼤量の情報を処理できる

・⾼学歴者、成績優秀者が多い
・創造的な仕事に従している⼈も多い
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Wicken, Keogh, & Joel Pearson (2021)の実験
l アファンタジアでない⼈は、サメに襲われ

るような恐ろしい体験を読むと、⽪膚コン
ダクタンス反応 (⼼理変化による発汗を測
定する )が急上昇したが、アファンタジア
の⼈はそうではなかった。  

l この研究は、⼼の⽬が感情の増幅器として
働き、経験によって⽣み出されるポジティ
ブな感情とネガティブな感情の両⽅を強め
ることを⽰唆している。

l アファンタジアの⼈は、経験によって同じ
感情を持つことができるが、⼼のイメージ
によって後で増幅することはない。
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⼈類の進化系︖
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思考の多様性の
⼀例 もしくは⼈類の進化系

結局、aphantasiaって何？

Aphantasiaは、「何かの⽋損状態」としてではなく、異なる表象的活動に脳内の情報処理資源をいかに適切に割り当てるかの最適解として、それぞれの個⼈が⾒出した適応機制の⼀つのあり⽅
with Yoshinobu Kato
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⾃⼰内に映像的な記憶を蓄えられなくて
も、写真や動画などの外部記憶装置が⼗
分に進化し、いつでもスマホで⼿軽に記
録を残せる

人類の進化系

«⼦ども時代の記憶についても、多くの親が
スマホで毎⽇のように⼦どもの記録を写真
や動画で残しているので、⾃分の中に記憶
として残す必要はない

« Aphantasiaであることは、記憶の負荷が軽く
なり、より効率的に、論理的に記号の操作
ができることにつながっている
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言葉の入力だけで

絵が描ける
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« ⽣成AIの出現によって

23

生成AIの出現によって
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l これまでとは異なる能⼒が必要
となるだろう

«全体を⾒渡して、必要な情報を
取捨選択して収集する⼒や企画
⼒、課題解決能⼒、独創性・創
造性など

➡⾼度な抽象化能⼒は不可⽋

«前向きな姿勢、主体性

➡失敗を恐れない姿勢
«Aphantasiaの特性が有利に働く
時代の到来

⼈類の叡智をデフォルトで持つ
これまで書物の中に分散されてあったも
のが、クラウドに蓄積されて、デフォル
トで利⽤できる
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